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空間型作業での選択・移動操作を容易にするピンセット型デバイスの実現

背景・目的

マウスと2Dディスプレイでは困難な空間型作業の例

▼広い作業領域が必要な各種設計作業

▼多種多様なデータを一挙に扱うレイアウト作業

▼ 3次元物体の操作と奥行き知覚が必要な造形作業

●WIMP型I/F の限界

●研究の目的
空間型作業に幅広く用いられ，
対話型操作を円滑にするデバイスの提案 選択・移動選択・移動 加工加工 描画描画

複合現実空間，大型スクリーン，床・机・壁に投影された空間

●対象とする空間

●対象とする操作

操作の抽出

●道具のメタファを利用したデバイス

既存の道具 道具型デバイス

慣れ親しんだ道具のメタファを利用し
直観的な操作を実現

● ツールセット

実世界同様，複数のデバイスの中から
操作に応じて最も適切なデバイスを選択

各々のデバイスは見た目から
用途が分かり柔軟な操作が可能

フライトシミュレータ

汎用 専用

ゲームパッド

マウス

キーボード

電車でGO!

汎用でも専用でもない
準汎用デバイス

●準汎用デバイス

位置姿勢
（磁気センサ）

•仮想物体が
挟める位置に
あるか判別

•選択した仮想
物体をデバイス
に追従表示

開き角
（ポテンショメータ）

仮想物体を
挟んだかを判別

聴覚フィードバック
（スピーカ）

デバイスと
仮想物体の
接触音を提示

力覚フィードバック
（ブレーキ機構）

挟んでいる
ものの硬さ
軟らかさに
応じた反力
を提示

触覚フィードバック
（振動モータ）

デバイスの
状態を光で
提示

視覚フィードバック
(LED)

操作結果の
応答確認と
して振動を
提示
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デバイス
制御用PC
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頭部，デバイス
位置姿勢情報

位置姿勢センサ

HMD

ピンセット型
デバイス

▼操作方法の学習の容易さ

▼静止・移動している仮想物体の選択の容易さ

▼仮想物体の移動・回転の容易さ・正確さ

▼仮想物体を目的の位置に配置する際の容易さ・正確さ

▼操作結果の応答・確認のための各種機構の有用性

●評価したい項目

▼静止・移動している仮想物体の
選択・解除

▼選択した仮想物体の移動・回転

● インタラクション ● システム構成 ●第1期運用

▼ 「予感研究所２」 at 日本科学未来館

2008年7月26～30日

▼総体験者数：671人

（大人75人，子供596人）

▼運用結果

放す放す

投げる投げる
挟む挟む

思い通りに操作できたか？（操作の容易さ）

操作対象の硬さの違いが

わかったか？（反力機構の有用性）

▼選択・移動に特化した道具
▼外観から用途と使い方を
容易に想像できる

ピンセットを採用

できた
44%まぁまぁ

できた
41%

どちらでもない 6%
やりにくかった 8%
できなかった 1%

感じた
67%

どちらでもない 17%

感じなかった 16%


